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令和元年度 多摩区地域課題対応事業 実施結果 

事 業 名 【担当課】 事  業  概  要 実 績 と 取 組 の 成 果 事 業 費 

1-1 観光振興・タウンプロモーショ

ン推進事業 

【地域振興課】

自然や文化施設といった多摩区の豊富な地域資源を活用し、区民や多摩区観光協会を

はじめとする多様な主体との協働により、区の魅力をその内外に積極的に発信し、交流

人口の増加を図りながら地域の活性化につながる取組を進め、住み良い、賑わいと魅力

あるまちづくりを推進する。 

 ■事業対象：区民、近郊都市住民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：区役所地域振興課、多摩区観光協会 

 ■開始時期：平成 19年度 

○日本民家園を中心とした生田緑地ＰＲ動画の活用 

○地域資源の新たな魅力を発信するピクニックイベントの開催 

○区内関連イベントへ「ピクニックタウン多摩区」として連携・協力 

○各種ＳＮＳ等を活用したピクニックタウン多摩区のプロモーション 

○各種観光ポスターの作成 

○地域情報誌による区内の魅力・情報発信 

○多摩区観光情報ホームページによる情報発信 

○観光ガイドブック「はなもす」の作成 

○登戸ペデストリアンデッキバナー作成(国登録記念物二ヶ領用水)・掲出 

○地域イベント出店(あじさい祭り、民家園通り商店会夏まつり、多摩区民祭、狛江市民祭り)

○都市間交流事業(千葉県南房総市) 

○観光ボランティアガイドによる各種ツアーの実施（ガイドツアー7回） 

○多摩区ガイドマップの作成 

人や地域がピクニックでつながる「ピクニックタウン多摩区」の浸透・定着を図り、誰

もが住んでみたい、住み続けたいまちを目指し、区内関連イベントとの連携・協力を図っ

た。 

多摩区観光協会との協働により観光ガイドブックの発行、ホームページ「多摩区見ど 

ころガイド」の更新等による広報・宣伝活動や、地域イベント・行事への出展、広報支援

といった取組を実施し、区の内外に多摩区の魅力を発信した。さらに、多摩区の交流都市

である千葉県南房総市、近隣都市の狛江市において、それぞれのイベントに出展しＰＲ活

動を行った。 

市外からの転入者向け及び来訪者向けとして、区の全体の地図と観光スポット等の見 

所を紹介するガイドマップを作成した。 

予算額：13,730,000 円 

決算額：13,064,136 円 

1-2 音楽による区の魅力発信・地域

交流創出事業 

  【地域振興課】

 市の重要施策である「音楽のまち・かわさき」を多摩区でも推進することで、区民が

音楽芸術に身近に触れる機会を提供するとともに、多摩区の地域資源を活用して地域へ

の関心や愛着の醸成を図ることができる。また音楽を通じて、区民や音楽家同士の連携

による地域交流の促進や、地域の活性化を推進する。 

(1)「生田緑地枡形山展望台檜舞台リニューアル記念ピクニックコンサート」の開催 

(2)「たま音楽祭」の開催 

(3)「たまアトリウムコンサート」の開催 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：区役所地域振興課 

 ■開始時期：平成 16年度 

○生田緑地枡形山展望台檜舞台リニューアル記念ピクニックコンサートの開催。

（9/16(月・祝)、来場者 900 人） 

○たま音楽祭の開催。（12/7(土)、来場者約 2,200 人） 

○たまアトリウムコンサートの開催。（6/19、8/21、10/16、2/19 の年４回。来場者各回

平均 200 人。） 

音楽を通じ、区民に音楽芸術に身近に触れる機会を提供し、区の魅力をアピールするこ

とができた。 

生田緑地を活用したコンサートとして、リニューアルされた生田緑地枡形山展望台でコ

ンサートを開催。生田緑地主催のピクニックデーや、たま音楽祭、地元大学の音楽団体と

の連携のほか、電気自動車からコンサート用の電気を供給するなどの取組も行った。 

たま音楽祭は、実行委員会形式による区民発意の企画運営を行った。 

たまアトリウムコンサートは、年 4回開催し、区民が、身近な場所で気軽に音楽に親し

む機会を提供した。 

予算額：3,170,000 円 

決算額：3,163,944 円 

1-3 多摩区スポーツフェスタ事業 

        【地域振興課】

 地域のスポーツ推進を目的として、誰もが参加でき、気軽にスポーツを楽しむことが

できるスポーツ行事「多摩区スポーツフェスタ」を開催する。 

川崎市多摩スポーツセンター等を会場として、スポーツに親しむ機会の提供と優れた

スポーツ選手との交流を通じて、地域のスポーツ活動の促進を図るとともに、スポーツ

センターをはじめスポーツ推進委員会や総合型スポーツクラブなどの各種団体との連

携や区民同士の交流を図り、スポーツを通じたまちづくりを進めることを目的とする。

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：多摩区スポーツフェスタ実行委員会 

 ■開始時期：平成 25年度 

○多摩区スポーツフェスタ実行委員会の開催。《5回（うち運営部会 1回）》 

川崎市多摩スポーツセンターと周辺中学校の施設を活用し、スポーツ推進委員会や総合

型地域スポーツクラブなどの地域スポーツ関係団体等と連携して、本市や区にゆかりのあ

るプロスポーツチームなどによるスポーツ教室やスポーツ体験など合計25種目26体験教

室を 3/8(日)に実施する予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止

を決定した。 

特にオリンピックメダリストによる水泳教室や障害者スポーツ体験（ブラインドサッカ

ー）を目玉種目として実施し、区民が１日様々なスポーツに親しみ楽しむことができる事

業を実施予定だった。 

予算額：1,500,000 円 

決算額： 627,387 円 

Ⅰ 賑わいと魅力あるまちづくり事業費     予算額 ２１，８１２，０００円   決算額 １９，９１１，１３２円 
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1-4 登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区

賑わい継承事業 

            【企画課】

登戸土地区画整理事業により大きく変貌する地区の状況を踏まえ、区の中心市街地で

ある登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区の賑わいを引継ぎ、更に発展させることで魅力あるま

ちづくりや暮らしやすさの向上を図る。 

ＡＲシステムを利用したまちの回遊性向上の取組「たまく de ＡＲ！」を実施し、街

と多摩区の地域資源である生田緑地の回遊性の向上を図ることで、まちの賑わいや、魅

力あるまちづくりを推進する。 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：区役所企画課 

 ■開始時期：平成 26年度 

ＡＲシステムを利用したまちの回遊性向上の取組「たまく de ＡＲ！」の実施 

○登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区のまちと多摩区の地域資源であり観光資源である生田緑地

や岡本太郎美術館、日本民家園、かわさき宙と緑の科学館及びそのアクセスルートにＡ

Ｒスポットを設置し、スマートフォンのカメラで二次元コードを読み込むことで、施設

のキャラクターと一緒に写真が撮れる等、利用者が楽しみながら、まちや施設を巡る取

組を実施。(ＡＲアクセス数 約 5700 回) 

取組の実施により、登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区のまちと生田緑地等の回遊性の向上を

図り、まちの賑わい及び魅力あるまちづくりの推進に貢献した。 

予算額： 759,000 円 

決算額： 673,520 円 

1-5 多摩区エコロジーライフ事業

   【企画課】

 地球規模の課題である地球温暖化の問題を解決するためには、地球全体で考え、地域

でできることから対応を進めていくことが必要である。多摩区役所では、区民がエコロ

ジー(自然環境保護、地球温暖化防止)に、家庭(日常の生活・ライフ)で身近に取り組め

る地球温暖化防止策を紹介するなど、市民活動団体等との協働による地球温暖化緩和策

を推進する。 

(1)緑のカーテン大作戦の実施(2)リユース食器普及啓発事業の実施 

(3)小学生向けエコ関連の啓発イベントの実施(4)地球温暖化対策パネル展の実施 

(5)エコの取組の広報 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：区役所企画課 

 ■開始時期：平成 21年度 

○夏休み！多摩区エコフェスタの開催。（8/2(金)、参加者約 750人） 

○地球温暖化防止パネル展の実施。（8/2(金)） 

○緑のカーテン大作戦の実施。 

○地域イベントへのリユース食器の貸出し。（5件、1,620 個） 

 エコに関連したイベントの開催など、地球温暖化防止に向けた取組を地域住民・団体と

協働で推進し、区民の環境意識の向上を図ることができた。区役所施設における緑のカー

テン大作戦については、市民活動団体との協働並びに有志の区役所職員（ゴーヤ見守り隊）

と実施し、緑の保全・緑化並びにヒートアイランド対策の取組を区民に周知することがで

きた。 

予算額： 550,000 円 

決算額： 444,180 円 

1-6 水辺の愛護活動事業 

【地域振興課】

 市内はもとより、他都市からも多くの人々が訪れる歴史的な環境資源である二ヶ領用

水を育み、憩える緑豊かな水辺の空間づくりに寄与するとともに、区民の環境愛護活動

を推進するため、町内会・自治会をはじめ地域関係団体で河川敷のごみ回収など、清掃・

愛護活動を協働で実施する。 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：区役所地域振興課 

 ■開始時期：平成 20年度 

○清掃用具の配布 

二ヶ領用水沿いの町内会・自治会に対し、日頃の用水沿いの清掃活動に用いる清掃用具

を配布し、活動支援を行った。（６団体） 

二ヶ領用水のより良い水辺の環境を守っていくための愛護活動を推進することができ

た。 

予算額： 149,000 円 

決算額： 129,265 円 

1-7 多摩川環境啓発展示事業 

         【地域振興課】

「水と緑と学びのまち・多摩区」の象徴ともいえる「多摩川」に生息する淡水魚等を

飼育管理し、区民が自然や生物に身近に親しむ機会を提供するとともに、多摩川への愛

着を深め、環境意識を啓発する。 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：区役所地域振興課 

 ■開始時期：平成 2年度 

○多摩川に生息する淡水魚等を飼育管理し、多摩川を身近に親しむ機会を提供。 

○単なる水槽ではなく、多摩川のことを知り愛着を深めてもらうツールとして展示。 

年間を通じて来庁した区民が身近に鑑賞できる場を提供し、庁舎内に憩いの場を創出す

ることで、多摩川への愛着・関心、郷土への思いを深めてもらうとともに、自然環境への

意識啓発を図ることができた。 

 また、展示物についても四季に応じたパネルの変更等を行った。 

予算額： 655,000 円 

決算額： 523,200 円 

1-8 多摩まちかど祭開催事業 

         【地域振興課】

 区民相互のふれあいと地域の活性化を目指して、区民一人ひとりが舞台運営の担い手

となれるステージショーを区民祭の会場で開催し、心温かい地域コミュニティの形成に

役立てる。地域に根ざしたより身近な場所で舞台公演することにより、区民に文化芸術

の発信、交流、鑑賞の場を提供し、地域コミュニティの形成に役立てる。 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：多摩区まちかど祭実行委員会、区役所地域振興課 

 ■開始時期：平成 3年度 

○多摩まちかど祭の開催。（10/19（土）に生田緑地内で 19 団体(大人 80 人、子ども 223

人)が出演、参加者約 48,000 人） 

区民公募により、大人から子どもまで幅広い層の出演者による舞台公演を実施。伝統芸

能やダンス、コーラスなどを披露する場を身近な地域に設定することで、文化・芸術の発

信の場とすることができ、地域コミュニティの形成にも大きく貢献できた。 

予算額：1,064,000 円 

決算額：1,050,500 円 
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1-9 区民祭開催経費 

         【地域振興課】

区民一人ひとりが担い手となれる祭りを通して、心温かい地域コミュニティを作り、

暮らしやすい快適なまちづくりを推進することを目的に区民祭を開催する。 

■事業対象：区民 

■事業形態：事業補助 

■実施主体：多摩区民祭実行委員会 

■開始時期：平成 26年度（地域課題対応事業費として） 

○多摩区民祭の開催。（10/19 (土)に生田緑地内で 70店舗が出店（展）、参加者約 48,000

人） 

地域に根ざした自然と文化施設のある生田緑地において、区民公募や地域活動団体の 

出店・展示場所を提供し、緑地内 3施設の特別割引や広い会場を利用したアトラクション、

抽選会等を行い、多くの来場者が訪れ、地域の活性化と区民の連携を深めることに一定の

成果をあげた。 

予算額： 235,000 円 

決算額： 235,000 円 
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事 業 名 【担当課】 事  業  概  要 実 績 と 取 組 の 成 果 事 業 費 

2-1 市民防災活動支援事業 

【危機管理担当】

地域防災活動の中心的役割を担う自主防災組織の育成と、区民等の防災意識の向

上を図るため、防災フェアや防災講座等の啓発活動を開催する。  

防災フェアは、消防署や各局等の関係機関、防災について貢献する事業者、地域

防災の主体となりうる地域団体と連携して運営する。 

防災講座は、地域住民の防災力向上、啓発に効果があると見込まれる内容での講

演会、研修等を実施し、地域住民の防災力向上を図る。 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：多摩区自主防災組織連絡協議会 

 ■開始時期：平成 18年度 

○防災意識の向上や防災対策の強化を図るため防災フェアを開催。（12/19（木）、参加者 400人） 

○令和元年東日本台風を受けて、避難所の状況に関する講演や風水害時における今後の自主防のあ

り方についてパネルディスカッションを開催。（1/29（水）、参加者 100 人） 

○「災害に強い街」の実現のため防災リーダー養成講座を開催。（オリエンテーション：8/24（土）・

参加者 28人、防災リーダー養成講座：8/31(土)～9/1(日)・参加者 57人） 

予算額：2,471,000 円

決算額：2,471,000 円

2-2 多摩区危機管理事業 

【危機管理担当】

災害対応力の向上・定着のため、班別強化研修を実施し、継続的に研修を実施す

る。 

災害時に対応の拠点となる区本部や避難所等において、的確で迅速な災害対応を

行うために必要な物品等を整備する。災害による区内の被害を軽減するため、多摩

区防災連絡会議を通して、関係機関との取組の強化と情報の共有を図る。 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：区役所危機管理担当 

 ■開始時期：平成 25年度 

○災害時に区本部で使用する備品、装備品を整備。 

○職員を対象とした基礎的な研修を実施。 

・基礎防災研修 4 回 （5/9（木）、5/16（木）、5/23(木)、5/30（木））

○避難所運営会議で、避難所運営訓練を実施。 

（稲田中・稲田小・長尾小・枡形中・中野島小・下布田小・東菅小・南菅小・生田中・生田小・

三田小・東生田小・南生田中） 

予算額： 414,000 円

決算額：  395,380 円

2-3 多摩区安全・安心まちづ

くり推進事業 

【危機管理担当】

安全で安心なまちづくりを推進するため、地域、警察、消防、行政が連携し、防

犯、防火、交通安全、放置自転車対策等の活動に取り組む推進体制を整備し、犯罪

発生の抑止や交通安全意識の普及、交通マナーの向上を図る。 

(1)防犯・防火・交通事故防止・自転車放置防止のための路面標示や啓発看板・電柱

幕の設置 

(2)安全・安心に関するイベントやキャンペーン等における啓発活動の実施 

(3)犯罪被害防止等を目的とした防犯出前教室や防犯セミナーの実施 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：多摩区安全・安心まちづくり推進協議会、区役所危機管理担当 

 ■開始時期：平成 17年度 

○町内会・自治会、老人クラブ、PTA 等による地域防犯パトロール、見守り活動を支援するため、

パトロール用ベスト、のぼり旗等を貸与。 

○交通安全意識の高揚と交通事故防止につなげるため、春、夏、秋、年末の各交通安全運動期間に

おいて、地域、警察、行政が連携して交通安全及び自転車放置防止の啓発キャンペーンを実施。

○交通安全意識や防犯意識の高揚につなげるため、交通安全と防犯の統合イベントである「多摩区

安全・安心フェスタ」を実施。（12/19（木）、参加者 700 人） 

○交通安全意識の定着を図るため交通安全教室を実施。（幼稚園、保育園、小学校等で延べ 95回、

参加者 9,019 人） 

予算額：1,324,000 円

決算額：1,228,930 円

2-4 自転車利用安全マナー 

アップ促進事業 

【危機管理担当】

 中学生・高校生や地域住民を対象にスケアード・ストレート方式（スタントマン

が交通事故を再現し受講者が恐怖を直視する）の交通安全教室を実施し、安全で確

実な自転車の乗り方等、ルールとマナーを習得させ交通事故抑止を図る。また、小

学生に交通安全標語を募集し、優秀作品を地域に掲出することで地域住民の交通安

全意識の向上を図る。 

(1)スケアード・ストレート方式交通安全教室の実施 

(2)区内小学校の児童を対象とした交通安全標語の募集及び優秀作品の看板作成・設

置 

 ■事業対象：区内小学校生徒の児童、区内中学校の生徒、区民 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：区役所危機管理担当 

 ■開始時期：平成 25年度 

○自転車のマナー違反が引き起こす恐怖（交通事故）を直視するスケアード・ストレート方式の交

通安全教室を実施 

・市立中野島中学校（6/28（金）、生徒 740人、地域住民 10人） 

・市立菅中学校（9/4（水）、生徒 380 人、地域住民 25 人） 

・県立多摩高等学校（10/10（木）、生徒 279人、地域住民 8人） 

○区内の小学校の児童から自転車利用マナーアップに関する交通安全標語を募集。応募 1,287 人 

最優秀賞（区長賞）、特別賞の表彰は学校ごとに実施。 

○優秀作品を標語看板（電柱幕）に加工して通学路に設置したり、受賞した児童を一日警察署長と

するキャンペーンを実施。 

予算額：1,172,000 円

決算額：  973,585 円

Ⅱ 安全・安心まちづくり事業費     予算額 ５，５２９，０００円   決算額 ５，２０２，４８９円 
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2-5 多摩区動物愛護推進事業 

【衛生課】

学校・地域・家庭へ動物愛護思想を浸透させ、動物の飼養上発生する様々な問題

解決へと繋げることにより、人と動物の調和のとれた共生社会の実現を図る。 

(1)「いのちの授業」の実施 

(2)「どうぶつ愛護フェア in たま区」「動物愛護パネル展」の開催 

(3)動物愛護・適正飼養のための講習会の開催 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：区役所衛生課 

 ■開始時期：平成 27年度 

○多摩区内小学校 5校（11/19（火）下布田小学校、11/26（火）12/3（火）登戸小学校、11/27（水）

三田小学校、12/6（金）12/13（金）中野島小学校、1/21（火）西菅小学校）にて、心音拡大器

を使用し、いのちの大切さを学ぶ「いのちの授業」を実施。全 16 クラス、計 478 人 

○動物愛護思想の普及啓発のため「どうぶつ愛護フェア in たま区」「動物愛護パネル展」を開催。

（フェア 10/5(土)：参加者約 300 人、パネル展：10/2～10/5） 

○2/15（土）「適正飼養セミナー【はじめませんか？地域猫活動】」を開催（参加者 30人） 

予算額： 148,000 円 

決算額： 133,594 円 
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事 業 名 【担当課】 事  業  概  要 実 績 と 取 組 の 成 果 事 業 費 

3-1 幼児の発達支援事業 

【地域支援課】

 幼児に精神及び社会性の発達に遅れがある場合、育ちにくさや育てにくさがあり

虐待のリスクが高く、虐待予防の観点からも支援が必要である。 

また、早い時期から周囲の理解が得られ、療育等の必要な支援や環境の調整が行

われることが大切である。そのため、乳幼児健康診査後のフォローとして、グルー

プダイナミクスを活用した事業（「プチたまキッズ」、「たま遊びの会」）を実施する。

 ■事業対象：幼児の発達に心配を抱えている親子 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：区役所地域支援課 

 ■開始時期：平成 17年度 

○乳幼児健康診査後のフォロー教室「プチたまキッズ」（年 11回、参加者 258 組）、「たま遊びの会」

（年 11回、参加者 72 組）の開催。 

心理相談員・言語聴覚士・保育士・体育指導員・保健師が連携して多方面から関わり、集団遊び

の体験や親同士の交流、個別相談を実施したことで、育児不安の軽減が図れた。また、親が子ども

の発達を理解し、その子に合った対応ができるように支援することができた。 

発達の遅れが疑われた場合、心理相談員による個別相談を実施したことにより、保護者が児の成

長をどのように受け止めているかを十分把握し、慎重に療育を促すことができた。 

発達の偏りから育てにくさやコミュニケーションの取りにくさがある場合、虐待のリスクが高

い。この事業を実施し、支援することで虐待予防に繋げることができた。 

予算額：1,185,000 円

決算額： 977,348 円

3-2 たまたま子育てまつり 

開催事業 

    【生涯学習支援課】

 安心して子育てができる地域の環境づくりを進めるために、子育て支援団体、関

係機関、行政等の協働により「子育てまつり」を開催する。親子で参加し楽しめる

企画の実施、子育てサークルの活動紹介や子育てに関する情報の発信、親子で楽し

めるホールイベント等により、子育て世代に役立つ知識・技術を普及し、区民が交

流できる場、体験・学びの場を総合的に提供する。 

 ■事業対象：子育て中の親子及び子育てに関心のある市民 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：たまたま子育てまつり実行委員会 

 ■開始時期：平成 15年度 

○たまたま子育てまつりの開催。（9/15(日)、参加者約 4,000 人） 

○リーフレット「多摩区子育て」の発行。（4,000 部） 

○参加団体数（公募）：47団体 

平成 28 年度から地域みまもり支援センター主催の「健康フェスタ」と同日開催を行っており、

子どもから高齢者まで幅広い世代がおまつりに参加し、多くの区民が交流を深めることができた。

ステージイベントや工作、子どもの人権の普及啓発など、親子がともに参加して学び楽しめる有意

義な企画のほか、多摩区の子育て情報を掲載したリーフレットの作成・配布、大ホールイベント等

を開催した。また、地域の子育て世代に必要な交流や情報及び学びの機会を多様な手法で提供し、

子育て支援に取り組んだ結果、多摩区をより知ってもらうきっかけになったとともに、世代間交流

の場にもなった。当日は天候にも恵まれて多くの来場者があり、区民が期待を寄せる地域に根付い

た事業で、企画参加者からも次年度以降の継続希望と高い満足度を得たことから、この事業の重要

性と必要性を実感した。 

予算額： 469,000 円 

決算額： 469,000 円 

3-3 多摩区こども・子育て 

情報収集・発信事業 

   【地域ケア推進課】

「多摩区地域子育て情報ブック BOOK」や「多摩区子育て応援メッセージ」冊子等

の作成及び配布、地域子育て情報を掲載したホームページの運営、かわさき子育て

アプリへの情報掲載、掲示板やちらしコーナーでの情報提供などを通じて、親の育

児不安の軽減及び地域子育て支援体制へ繋げる機会とするなど、子育て家庭のニー

ズに応じた多様な情報提供を行う。 

 ■事業対象：区内の妊婦～子どもを持つ家庭 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：区役所地域ケア推進課 

 ■開始時期：平成 17年度 

○「多摩区地域子育て情報 BOOK」の発行。（6,000 部） 

○「多摩区こども相談窓口案内」の発行。（9,000 部） 

○「多摩区子育て応援メッセ―ジ」冊子。（4,500 部） 

○ ホームページの更新等。《多摩区こそだて web 更新年 1回(他随時)》 

○「かわさき子育てアプリ」等による情報掲載。（年 41 件） 

○ ちらしコーナーでの情報提供や広報支援。（年間随時） 

「多摩区地域子育て情報 BOOK」については、区役所・行政サービスコーナー、子育て関連施設

等で配布した。 

地域子育て支援活動・事業の広報及び交流支援については、親の育児不安の軽減へ向け、アドバ

イスや地域の支援体制・施設を紹介する「多摩区子育て応援メッセージ」冊子を作成し、区内の子

育て関連施設で配架閲覧や希望者への配布を行った。 

予算額：1,797,000 円

決算額：1,592,627 円

3-4 多摩区こども総合支援 

推進事業 

【地域ケア推進課】

 地域の子育て支援団体や関係機関等と「多摩区こども総合支援連携会議」を開催

し、区内の子育てに係る実態調査の分析から課題の共有や取組の方向性について検

討等を行い、策定した「多摩区こども・子育て支援基本方針」に基づき、地域と行

政が役割分担をしながら課題解決に向けた取組を推進し、安心して子育てができる

地域づくりを推進する。また、子育て支援者を対象とした各種研修や地域全体に向

けての子育てへの理解を深めてもらう普及啓発、親を対象とした子どもに関する講

座や子育て不安及びストレスの軽減を図る催し等を実施する。 

 ■事業対象：区内の子育て支援関係機関・団体 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：区役所地域ケア推進課 

 ■開始時期：平成 17年度 

○連携会議 1回、地域会議を 5地区で実施。 

○子育て支援パスポート事業の実施（パスポート配布数 2,143 枚） 

○こどもの外遊び交流事業の実施（交流イベント 3回） 

○子育て支援者養成講座の実施（連続講座 15 回） 

○子育て支援者スキルアップ研修の実施（1回） 

○子ども・子育て支援講演会の実施（1回） 

地域の子育て支援活動団体や関係機関・行政が、区の子育ての課題を共有し、「多摩区こども支

援基本方針」に基づき、地域と行政が役割分担をしながら、地域全体で課題解決に向けた子育て支

援に取り組む地域づくりの推進につながった。 

予算額：3,667,000 円

決算額：2,870,816 円

Ⅲ たまっ子を育てるまちづくり事業費     予算額 ９，２６１，０００円   決算額 ７，７０８，９８８円 
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3-5 子ども・子育て支援 

推進事業 

【保育所等・地域連携担当】

公民保育所園長及び保育士と民生委員児童委員、主任児童委員、地域での子育て

支援関係機関が協働して、子どもの健やかな成長を図るための支援、保護者が安心

して子育てできるための支援、子育てで人が繋がりあう地域づくりを推進する。 

・多摩区「ママとあそぼうパパもね」事業  

 ■事業対象：子育て中の親子 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：区役所保育所等・地域連携 

 ■開始時期：平成 19年度 

〇区内３か所を基本に子育て中の親子に、民生委員等と様々な遊びを伝えるなどする中で地域で 

 子育てを行うための輪を広げ、子育ての孤立防止などを目指す。 

 ２０１９年度参加者 １，５１７人 

○「ママとあそぼうパパもね情報」「子育てワンポイント」等の子育て情報提供をホームページで

月 1回発信。 

○「ママとあそぼうパパもね」の連絡会（年 2回）を開催。 

○地域での子ども子育てを支援するため、玩具の点検やニーズの把握等を行い玩具貸し出しを行っ

た。 

予算額： 497,000 円

決算額： 334,595 円

3-6 地域子育て力向上事業 

【地域支援課】

核家族化・少子化、近隣関係の希薄さ等子育て世代を取り巻く環境の変化により、

孤立化、育児力の低下、育児不安や育児負担感をもつ親が増加している。保健師が

地域の方々と、子育て中の親子が気軽に集まれる場である「子育てセミナー・サロ

ン」等を開催し、集団遊びやグループワークを通して子育ての楽しさを体験する。

また、子育て中の親子の交流を推進する。 

 ■事業対象：区内の乳幼児とその保護者 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：区役所地域支援課 

 ■開始時期：平成 15年度 

○地域サロン(4 か所）の開催。（19回、参加者 239 人） 

○育児支援グループ(3 か所)の開催。（31回、参加者 332 人） 

○１歳６か月児健康診査 36 回実施 来所者数 1,704 人（受診率 97.6％） 

◯３歳児健康診査    36 回実施 来所者数 1,600 人（受診率 97.3％） 

◯産後健康診査 33 回実施 来所者数 293 人 

◯育児相談 11 回実施 来所相談者数 364 人 

上記事業に保育士及びボランティアを配置。 

地域サロンや育児支援グループでは、保育士やボランティアと交流することで、参加者が子育て

に必要な地域情報を得ることができ、地域とのつながりを持つことができた。また、子育てを楽し

いと感じる経験を重ねることで、育児不安や育児負担感の軽減を図ることができた。 

保育士やボランティアを配置することで、各種健診・相談において子どもの安全の確保と相談の

充実が図られた。母子保健事業の目的である乳幼児及び保護者の健康の保持増進に寄与することが

できた。 

予算額：1,646,000 円

決算額：1,464,602 円
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事 業 名 【担当課】 事  業  概  要 実 績 と 取 組 の 成 果 事 業 費 

4-1 地域包括ケアシステム

推進事業 

【地域ケア推進課】

誰もが住み慣れた地域や本人の望む場で安心して暮らし続けることができるよう

「地域包括ケアシステム」を推進する取組を実施する。 

■事業対象：区民、区内の福祉関連団体等 

■事業形態：一部委託 

■実施主体：区役所地域ケア推進課 

■開始時期：平成 28年度 

○多業種ネットワーク団体等と連携し、区民を対象とした講座を通じ、広く区民に「在宅療養/

在宅介護」をはじめ、「地域包括ケアシステム」の普及啓発を実施。（7/2（火）、12/4（水） 公

開講座実施） 

○区内を 5 地区に分け、地域特性に応じた地域づくりを推進。町内会・自治会ヒアリングを 13

団体で実施。地域住民を対象にした集会を 1回実施。地区の取組レポート発行（3,000 部） 

○増加する認知症への理解を深め、認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らすことが

できる地域づくりを推進するため、小学校高学年(14 校)を対象に認知症サポーター養成講座

を開催。認知症啓発用スライドを作成し、中学校(5校)を対象にした認知症講演会で活用した。

○区内の地域カフェ等の情報をより多くの方に知ってもらうため、多摩区認知症カフェ・地域カ

フェ交流会の協力で「多摩区認知症カフェ・地域カフェまっぷ」を作成・配布。(6,000 部作

成/配布) 

予算額：3,677,000 円 

決算額：2,281,509 円 

4-2 健康づくり推進事業 

【地域支援課】

 多摩区の地域資源を活かした特色ある事業を実施することで、幅広い世代の交流

促進と、健康づくり及び食育に対する普及啓発を行う。 

(1)健康づくり普及啓発イベント「多摩区健康フェスタ」の開催  

(2)健診受診意識の向上及びセルフケアの啓発のためのポスターの作成・配布 

(3)健康づくり活動の場づくり 

(4)小学校の特別授業における歯科健康教育事業の実施 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：区役所地域支援課 

 ■開始時期：平成 20年度 

◯健康づくり普及啓発イベント「多摩区健康フェスタ」を地域の健康づくり介護予防関連団体を

中心とする実行委員会方式で実施し、健康に関する情報発信及び体験、参加団体の活動紹介を

行った。平成 28年度から「たまたま子育て祭り」と同日開催。(9/15（日）、700 人参加) 

◯働き盛り世代の女性の健康づくりを推進するためのポスターを 1,500 部作成した。 

◯区民主体で健康づくり活動を継続できる場を増やすために、主に活動の立ち上げ支援として物

品購入や広報(チラシの作成)を行った。 

◯小学校の特別授業における歯科健康教育事業を実施した。(3 か所） 

予算額： 564,000 円 

決算額： 515,573 円 

4-3 パサージュ・たま開催事

業 

     【地域ケア推進課】

 障害福祉に関する理解と関心を深めるため、年 11回、区役所総合庁舎 1階アトリ

ウムで「パサージュ・たま」を開催。障害に関する活動をしている団体・作業所等

が運営を担当し、活動紹介、普及啓発活動、相談コーナー、展示等を行う。 

また、広報については、区ホームページやチラシ等により開催日を周知し、広く

参加を呼び掛けている。 

 ■事業対象：区内障害者施設とその利用者及び区民 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：パサージュ・たま運営委員会 

 ■開始時期：平成 20年度 

○障害に関する活動をしている団体・作業所等が、活動紹介、普及啓発活動、相談コーナー、展

示等行う「パサージュ・たま」を年 10 回、区役所総合庁舎 1階アトリウムで開催。 

 （新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、1回中止） 

○広報誌を区町内会・自治会等に配布。（2年ごとに作成。平成 30 年度：6,650 部） 

同じ地域に住む住民と障害者がお互いに関心を持ち、理解し合うことは、充実した生活を送る

上で重要であるが、障害者施設及び作業所が普及啓発活動を行える場はごく限られている。「パ

サージュ・たま」は、区民の多くが利用する区役所総合庁舎のアトリウムを活用し、障害者自身

と多くの人々が直接関わり合える場を提供している。 

また、定期的に実施することで、区民に対する周知も図られ、「パサージュ・たま」を目的に

来庁される方もいる。 

予算額： 134,000 円 

決算額：  96,035 円 

4-4 精神保健普及啓発事業 

      【高齢・障害課】

 多摩区の精神保健福祉に関する課題の解決に向けて、地域が抱える問題をテーマ

にした講演会を開催するなどして、精神保健福祉の普及啓発を進めていく。 

また、多摩区の精神保健福祉に携わる関係機関のネットワークの一層の構築にも

取り組む。 

 ■事業対象：区内の精神障害者とその支援者 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：多摩区精神保健福祉連絡会議 

 ■開始時期：平成 20年度 

○「児童・思春期におけるメンタルヘルス」から連続性あるテーマに、精神保健福祉連絡会議（年

3 回）や講演部会と広報部会（年 2 回）において講演会を企画し、「青年期・成人期における

メンタルヘルス～生きづらさを“超”えるマインドフルネス～」と題した講演会を開催した（2

月 20 日（木）、参加者 74人）。   

○講演会には、当事者と家族、関係機関の方々が多く参加され、特に身体を使った実践的な体験

ワークは好評で、成人期のメンタルヘルスについての関心の大きさがうかがえた。 

○広報活動としては、12 月に講演会の開催告知を行い、大学などの他に、区内各戸に配布し、

より多くの区民に対して精神保健福祉の普及啓発を行うことができた。 

予算額： 211,000 円 

決算額： 210,473 円 

Ⅳ 地域福祉・健康のまちづくり事業費     予算額 ４，５８６，０００円   決算額 ３，１０３，５９０円 
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事 業 名 【担当課】 事  業  概  要 実 績 と 取 組 の 成 果 事 業 費 

5-1 多摩区地域人材育成事業 

【生涯学習支援課】

 平成 25年度に策定した「多摩区地域人材育成基本方針」を基に地域人材の育成を進める。

 平成 27年には、新たに市民活動等を始めようとする方を対象とした研修、すでに市民活動

を行っている方のスキルアップを図る研修、市民と行政職員が一緒になって、協働による理

想のまちづくりについて考える研修を行った。平成 29 年度は、市民活動活性化のための試行

事業を実施し、生涯学習推進会議地域人材育成基本方針検討部会でその効果を検証の上、「多

摩区地域人材育成基本方針」を見直した。平成 30年度、令和元年度は、新たな「多摩区地域

人材育成基本方針」が掲げる 4 つの視点に基づいた「新たな人材・担い手の発掘と育成」及

び「活動団体の活性化と参加の機会創出」となる事業を実施し、持続可能な市民活動の活性

化に向けた環境整備に取り組んだ。 

■事業対象：区民 

■事業形態：一部委託 

■実施主体：区役所生涯学習支援課 

■開始時期：平成 25年度 

○「多摩区地域人材育成基本方針」に基づいた、中高生を対象にした地域活性化事業

を実施した。 

・「中高生のための『想像力』『企画力』『コミュニケーション力』スキルＵＰ講座 

（全４回）参加者 延べ 55人 

・上記事業の成果発表としてのパネル展示「中高生発～『私たちから見た多摩区の 

魅力』」（多摩区総合庁舎 1階アトリウム） 

予算額：2,091,000 円 

決算額：2,017,829 円 

5-2 多摩区・3大学連携事業 

【企画課】

区内に 3 つの大学(専修大学・明治大学・日本女子大学)が立地するという地域特性を活か

した魅力あるまちづくりを推進するため、大学と地域の交流・連携を図るとともに、地域の

様々な課題の解決に向けて、大学の研究と連携した取組を実施する。 

(1)多摩区役所と区内 3大学で構成する「多摩区・３大学連携協議会（平成 17年 12 月設立）」

の定例開催（2）「たまなびプログラム」の実施(3)地域課題解決事業（３大学連携事業）の実

施 (4)「多摩区３大学コンサート」の実施 (5)インターンシップの実施 (6)区民祭での地域

貢献 (7)「生田緑地エントランススポット」の維持管理 

 ■事業対象：専修大学、明治大学、日本女子大学及び区民 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：多摩区・3大学連携協議会 

 ■開始時期：平成 18年度 

○たまなびプログラムの実施 

・たまなび一日子ども商店街の開催(全 7回、参加者：大学生 16 人・小学生 16人) 

・情報誌「たまなび News」発行(年 2回、区内全自治会・町内会へ回覧依頼) 

○各大学と連携した地域課題解決事業の実施。 

・専修大学「地域資源の魅力再発見・発信のための「多摩区フォトコンテスト」 

・明治大学「３Ｄスキャナー活用による日本民家園の魅力発掘・発信事業」 

○「大学・地域連携事業」実施報告（区 HP） 

○多摩区３大学コンサートの実施（11/16（土）、参加者約 500 人） 

○インターンシップ生の受け入れ(4 人) 

○多摩区民祭への出店 

「多摩区・３大学連携協議会」の運営により、たまなびプログラムの実施、３大学

コンサートの実施や多摩区民祭への出店などを通して、大学と地域の交流連携を図っ

た。また、地域の様々な課題の解決を図り、地域の活性化につなげていく取組を大学

と連携して取り組んだ。 

予算額：5,022,000 円 

決算額：4,672,857 円 

5-3 区民との協働によるまちづ

くり活動実践事業 

【地域振興課】

 区内の市民活動団体のまちづくりに関する活動に対する支援、並びにまちづくりに関する

課題の提起及びその解決のための実践を、区民が主体となって区と協働して行うことで、活

動の担い手の発掘・育成に取り組みながら、他の市民活動団体では担えない中間支援的かつ

公益的な役割を果たしていく。 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：多摩区まちづくり協議会 

 ■開始時期：平成 12年度 

○まちの課題を解決するためのプロジェクト活動の実施。 

○まちの課題の抽出とその解決方法に関する意見交換会(出張たまサロン 10/19（土）

参加者 304人、たまサロン 11/30（土）参加者 10 人)の開催。 

○まちづくり活動発表会(まちカツ！）の開催。（2/11(火祝)、活動紹介 23団体、参加

者 105 人） 

○多摩★まち大学（講座（11/11（月）参加者 25 人、1/29（水）参加者 46 人、2/20

（木）参加者 30人）・視察研修（11/28（木）参加者 13 人）の開催。 

○市民活動団体の活動紹介と交流の場(多摩★まち Caf )の開催。（10/31（木）3団体

紹介、参加者 32 人、11/17（日）ゲーム体験型防災カフェ、参加者 22 人、12/7（土）

交流ワークショップ） 

○広報紙の発行等、広報の充実に向けた取組の実施。（年 4回発行、各回 2,500 部） 

○12 年間の活動をまとめた「多摩区まちづくり協議会～12年のあゆみ～」の編集・発

行。 

講座プログラム「多摩★まち大学」は年 4回開催し、うち１回は、横浜市の NPO や

市民活動団体の支援や交流の場づくり、地域の課題解決の取組などを行っている 2施

設を視察した。 

その他、市民活動団体及び区民の情報交換や交流の場、学習の場の提供を進め、プ

ロジェクト活動においても中間支援的な視点を取り入れた取り組みを進め、一定の成

果を残すことができた。 

例年の活動と合わせて、協議会 12年間の活動の総括を行った。 

予算額：3,742,000 円 

決算額：3,433,752 円 

Ⅴ 市民自治を進めるまちづくり事業費     予算額 １６，４６５，０００円   決算額 １４，８３８，５５４円 
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5-4 地域コミュニティの活性化 

促進事業 

【地域振興課】

 未加入世帯の増加、役員の後継者難といった、各町内会・自治会の抱える課題を的確にと

らえ、その解決のための支援策について検討、実施することにより、町内会・自治会活動の

振興、地域コミュニティの活性化を図る。多摩区町会連合会と連携しながら、紙媒体の広報

だけでなく、インターネット等を活用した区民への情報発信を行う。 

(1)ホームページを利用した町内会・自治会活動の情報発信 

(2)町内会・自治会加入促進のための広報物の作成 

(3)町内会・自治会加入促進のための講演会の開催 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：全部委託 

 ■実施主体：区役所地域振興課 

 ■開始時期：平成 20年度 

○地域コミュニティ活性化促進委員会会議の開催。 

○多摩区の町内会・自治会の活動についてホームページで紹介。 

○町内会・自治会の独自の紹介欄を設けたリーフレットを作成して未加入者への案内

に活用した。（4地区） 

○加入促進のため、ポスターを町内会・自治会の掲示板、区内公共施設、主要駅など

に掲出するとともに、転入者向けのチラシの配布を行った。 

○町内会・自治会活動の重要性を区民に伝え、参加意欲を高めるための講演会を開催

する予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止を決定した。

予算額：1,243,000 円 

決算額：1,177,000 円 

5-5 磨けば光る多摩事業 

【企画課】

 多摩区における地域課題の解決や、安全で安心・賑わいのある暮らしの実現に向けて、市

民活動団体が自主的、主体的に実施する公益性の高い活動提案を募集し、選定されたものを

川崎市の事業として位置付けたうえで、提案者に委託する。（委託料 70万円上限×2団体） 

区民の自主的・主体的な事業を促進することで、生活者目線での身近な地域課題の解決を

図るとともに、区民の地域への関心を深め、市民自治による魅力あるまちづくりを推進する。

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：区役所企画課、区内で活動する市民活動団体 

 ■開始時期：平成 18年度 

 以下の 2事業が選定され、事業を実施した。 

○多摩区障がい児の為の夢を叶えるチャレンジ教室事業 

○登戸まちなか遊縁地事業 

地域における課題が多様化し複雑化している中で、市民活動団体のノウハウを効果

的に活用することで、各事業について多くの参加者を集め、好評を得ることができた。

提案事業の審査については、公開プレゼンテーションを実施した。また、事業終了

後には報告会の実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の

観点より、中止となった。 

本事業は市民活動団体と協働で実施することにより、市民活動の活性化を図り、区

民と行政との協働による仕組みづくりの推進につながった。 

予算額：2,211,000 円 

決算額：1,447,902 円 

5-6 市民活動支援事業 

【地域振興課】

区民や市民活動団体が自発的、継続的に参加し、第三者や社会の課題解決に貢献する営利

を目的としない活動の、自立と発展を支援するために、会議室及び印刷機資料づくり等に必

要な備品等を備えた「多摩区民活動・交流センター」を多摩区総合庁舎及び生田出張所に設

置し、登録した団体及び個人に対し、利用開放する。運営にあたっては、利用受付業務等を

区民活動・交流センターの利用団体を主体とする運営委員会と協働で行い、団体間の交流と

相互支援を促進する。 

 ■事業対象：区内で活動する市民活動団体 

 ■事業形態：直営 

 ■実施主体：区役所地域振興課、多摩区民活動・交流センター運営委員会 

 ■開始時期：平成 13年度 

市民による自主的かつ自立的な管理運営を実践するため、利用登録団体からなる「多

摩区民活動・交流センター運営委員会」で、多摩区民活動・交流センターの円滑な管

理運営について協議・検討するとともに、利用登録団体同士の情報交換・交流を図り、

市民活動の拡大・発展を期するため、団体間の交流を促す事業を実施した。 

○令和元年度末時点利用登録団体 183 団体 

予算額：2,156,000 円 

決算額：2,089,214 円 
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事 業 名 【担当課】 事  業  概  要 実 績 と 取 組 の 成 果 事 業 費 

6-1 共通事務経費 

【企画課】

 地域課題対応事業費の共通事務経費。  地域課題対応事業で共通に必要となる物品(印刷機インク等)を購入した。 予算額：1,665,000 円 

決算額：1,156,173 円 

事 業 名 【担当課】 事  業  概  要 実 績 と 取 組 の 成 果 事 業 費 

7-1 窓口サービス改善推進事業 

【区民課】

【総務課】

 平成 16年度に区民課においてＩＳＯ認証取得後、市民の求める質の高い窓口サービス

を継続的に維持していく必要があり、そのための窓口環境整備費用としてスタートした。

現在では、区役所全体の窓口環境の改善に向け事業を展開しており、区をあげての窓

口サービスの向上に資する内容となっている。 

 ■事業対象：多摩区総合庁舎来庁市民、区役所職員 

 ■事業形態：一部委託 

 ■実施主体：区役所区民課・総務課 

 ■開始時期：平成 22年度 

○「区役所サービス向上委員会」を中心とした区役所サービス向上のための取組の推

進。 

○区役所職員の意識の向上を図るための接遇研修の実施。(3回) 

○窓口発券機システムの維持管理。 

「多摩区役所サービス向上委員会」主催で接遇研修を実施し、日常の市民対応にそ

の成果を活かすことができた。 

保険年金課で稼動している番号発券機システムの維持管理により、窓口の利便性向

上や混雑緩和に貢献することができた。 

予算額： 585,000 円 

決算額： 188,993 円 

事 業 名 【担当課】 事  業  概  要 実 績 と 取 組 の 成 果 事 業 費 

8-1 区の新たな課題即応事業 

【企画課】

 区の機能強化の取組の一環として、年度途中に発生した新たな課題に、区長の権限で

適切かつ迅速に対応を図る。 

 ■事業対象：区民 

 ■事業形態：委託、工事等 

 ■実施主体：区役所内各課 

 ■開始時期：平成 26年度 

区の緊急性・必要性の高い課題について、事業実施所管課と密な連携及び調整によ

り対応した。 

○地域防犯活動支援のための物品の購入 

○いのちの授業用備品の購入 

○多摩川環境啓発展示リニューアル事業 

○多摩区まちづくり協議会アーカイブ集作成業務 

○管理不全空家予防啓発チラシ作成業務 

○災害時避難誘導対応機材整備事業 

○区政情報即応発信事業 

予算額：5,000,000 円 

決算額：3,343,945 円 

Ⅵ 地域課題対応事業その他経費     予算額 １,６６５,０００円   決算額 １，１５６，１７３円 

Ⅶ 区役所サービス向上事業費      予算額   ５８５,０００円   決算額 １８８，９９３円 

Ⅷ 区の新たな課題即応事業費      予算額 ５,０００,０００円   決算額 ３，３４３，９４５円

Ⅰ 賑わいと魅力あるまちづくり事業費   予算額 ２１，８１２，０００円     決算額  １９，９１１，１３２円 

Ⅱ 安全・安心まちづくり事業費      予算額  ５，５２９，０００円     決算額   ５，２０２，４８９円                  

Ⅲ たまっ子を育てるまちづくり事業費   予算額  ９，２６１，０００円     決算額   ７，７０８，９８８円 

Ⅳ 地域福祉・健康のまちづくり事業費   予算額  ４，５８６，０００円     決算額   ３，１０３，５９０円 

Ⅴ 市民自治を進めるまちづくり事業費   予算額 １６，４６５，０００円     決算額  １４，８３８，５５４円 

Ⅵ 地域課題対応事業その他経費      予算額    １,６６５,０００円     決算額    １，１５６，１７３円 

Ⅶ 区役所サービス向上事業費       予算額       ５８５,０００円     決算額     １８８，９９３円 

Ⅷ 区の新たな課題即応事業費       予算額    ５,０００,０００円     決算額    ３，３４３，９４５円 

合   計                予算額 ６４，９０３，０００円     決算額  ５５，４５３，８６４円  


